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ABSTRACT: This paper presents the stud:v and problems of old coins found from the shuri castle and 

叫 acenlsites. A rnriety of excavated coins consists mainly of the Sung dynasty type that was made be-

fore the construction of the castle, but also includes the'kan -ei Tsu -ho(党永辿賓）'whichis the latest 

of all. Therefore, it is supposed that there e入isledno particular classifirntion among coin types at the 

time of Ryukyu dvnasty. It is notable that lhe assemblage of the coin types show some localities. The 

further classification of the imitation coins and plain coins should be studied in the future. 

1 . はじめに

近年、中近批に相当する追跡出 l-.の銭貨についての研究は着実に蓄桔され、また、発掘調企が増加

することにより 、 さまざまな出上事例が報告されている 。沖縄県においてもグスクや近且古繕の発掘

調在が増加し、銭貨について得ることのできる賓料は溶積されている 。

今同はかつて琉球王国の国王届城として、また、行政の中心であった目月里城跡の発掘調介が行われ

た地点の成果を）店に首里城跡出土銭行について紹介する 。 首里城跡に関連する遺跡として、近隣に所

在した犬界寺跡、円詑寺跡、御細工所跡出上銭1・『も参考・にする 。

2. 首里城跡の概要

首里城の築城年は明確ではないが、 l1! Ill: 紀代に築城され、 15枇紀前半には），し本的な構造は確立して

いたとされる（首里城研究グループ 1997)。その後、 1879年の廃藩岡県や熊本鎮台・沖縄分遣隊の駐

屯などを経て、昭相初期には正殿筈の建物は囚宝に指定される 。 しかし、 1945年の第二次 111:界大戦に

より木造建造物は焼失し、城郭は破壊された。戦後は地形改変等により往時の面影をわずかに残すの

みとなった（首里城研究グループ 1997)。

首里城跡周辺の復尤整備は1956年の園比屋武御狐石門、1957年の守礼門を始めとした一部で行われ、

本格的な復元整備は1972年の本土復帰と同時に始まった。現在、城郭内は建造物を中心に復尤整備が

行われており、正殿、南殿、北殿などが復元・公開されている 。 また、城祁は平成13年度に復元整備

が終了し、往時の姿を取り戻しつつある。

2000年には「琉球王国のグスク及び関連遺産群」として世界遺産に登録された。

3. 各地点の出土資料

今回扱う査料は、発掘調査が行われ、報告団が刊行されている地点である首里城跡の南殿跡、北殿

跡、御庭跡、奉神,~「1跡、下之御庭、 m物座跡、瑞泉門跡、股福門跡、本曳門跡、継 111:門跡、外郭南側

の管理用道路地区、首里城外の天界寺跡、円筵寺跡、御細工所跡出土の資料である 。それぞれの出士

銭種は衣 lに記載し、以下に各地点の各時代の銭種名および特徴的な費料を紹介する 。
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(1) 歓会門・久慶門内側地域（沖縄県教育委員会 1988) 

歓会門 ・久慶門はともに石造供門であり、木造平屋、入栂屋造の櫓を載せていた。原則として歓会

門は男性専用、久慶門は女性専用の門であった （真栄平房敬 1997)。この二つの門および寒水川井

戸に囲まれた地区で、水利施設等の追構が検出されている。銭貨は1978点検出され、そのうち64.5%

はひとつのトレンチから出土している 。これは調査地に隣接する部分に銭蔵が存在したことが関係し

ていると考えられる 。

(2) 南殿跡（沖縄県教育委員会 1995) 

南殿は正殿の南側に近接してあり、日本様式が強く、薩摩の使者の歓待にも使用された。南殿跡出

土の査料は渡来銭が主体となる。銭種が判明するものでは唐銭14点 2種、北宋銭75点17種、南宋銭 l

点、明銭23点 2種、清銭 1点、琉球銭11点、寛永通賓（新寛永）となっており、その他に無文銭と 不

明が317点となっている。興味深い資料は図 2-1 「大世通賓」であり 、拓本では不鮮明だが「世」

と「賓」の間に穴が穿かれている 。

(3) 北殿跡（沖縄県教育委員会 1995) 

正殿の北側に位置し、中国様式であ り、冊封使の歓待や行政施設として使用されていた建物である。

北殿跡出土銭貨のうち銭種が判明するものは唐銭 1種、北宋銭11種、明銭 1種、消銭 1種、琉球銭 l

種、寛永通密（新斑永）があり、その他に無文銭がある 。主体となるのは北宋銭である。

(11) 御庭跡（沖縄県教育委員会 1998) 

御庭は四方を正殿、南殿、番所、奉神門、北殿に囲まれた広場であり、冊封、朝拝などのさまざま

な儀式が行われた空間であった（首里城研究グループ 1997)。この御庭跡からは至道元窮が 1点ピッ

トより出土している 。同ピットより青磁が出土している。

(5) 奉神門跡 （沖縄県教育委員会 1998) 

奉神門は御庭を間において正殿と対峙する形で位樅しており、門としての役割と薬類や茶などの出

納などの役割を果たしていた（首里城研究グループ 1997)。奉神門跡出土の銭貨総数は152枚であり、

唐銭 1種、北宋銭 6種、明銭 2種、清銭 1種、寛永通賓 （古寛永、新寛永）、無文銭、輪銭が得られ

ている。図 2-2は3枚が浴着した状態で検出され、そのうち銭種が判明する銭貨は 「元祐通賣」で

あり、「祐」と「通」の間に穴が穿かれている。 また、図 2-3は縁はあるが銭文が無い無文銭であ

る。

(6) 下之御庭跡（沖縄県立埋蔵文化財センタ ー 2001c) 

首里城内郭の第二の門である廣福門と京の内 、奉神門の間の空間をいう 。銭貨は265点出土してい

る。銭種の組み合わせは不明だが、特徴的な資料として図 2-4・5の琉球銭の大世通密、世高通密

が出土している 。

(7) 廣福門跡（沖縄県立埋蔵文化財センター 2001 c) 

首里城内郭第二の木造の門であり、両脇の東側には戸籍に関することや争いに関する役所である大

与座、西側には神社仏閣を扱う寺社座があった。出土銭貨は92点あり、図 2-6の正隆元賣が 1点出
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土している。この行料は字間 4ヶ所に穿孔されており、日発」および「杏」の外側が取り除かれてい
る。

表 1 各地点出土銭種表

次直 I tJJがl'f'- 'A心 r, 用杓座跡廣福門"'*曳門跡瑞泉門鉢俎世門跡百理用直
耶莫

匹it半両曹B, 17,, 
貨泉ー 14 ， 

五抹 ←

店

開元通賣
C I こi軋元重賣 758 

北宋

太平通賓 9i6 

mヒ元費．． 990 0 

至直元賓費＂・ 995 
(; () 

威平元 998 
l 

I I-~ I 
最兌元 1001 C r: Q " 洋符元貨 1008 

C, !!ff;~ 賓・ 1009 ( 

天iii通費 1017 V I (, 
天や元貨 1023 V ( I 

Cl I I （） 景祐元貨 103・1 （ 

皇宋通貨 1039 '> I c'I り I （） I I I) 至f嘩賽 1051

嘉裕通賀 10,';61 

I ~ I 

CJ I 
U I ') 治平元資 1061 

熙寧元費 1068 'I I （ I l () I ( 葬寧五交 1071 

元磐通貨" 10781 

I ~ , _.: I 
I 

~~ -I ~ I 

C 

I ゜
元祐通冑 IORh 

り n I I C) 沼咽通貨貨← 1091 
（ 元符通 109H 

型丘貨 l IOI I o I o 
崇寧通貨 1102 し

崇lil1Ti:ft 110:l 
大観通 11071 I I ,._J I C" I 

I （） 政和通 1111 
宣和也賣 l l lY 

令

正吐元育 I 157 

南t
淳煕元賓 I 171 
忠元通資 1195 
成淳元貨 126(ヽ
砧定通貿 1228 

明

大中通貨 1361 

洪武通費 l:lEiHI 

＾ 氷企旦竺 l 108 ノヽ

清

tf翠通貨 l而2

道乾油光通通資貿．． 17:!6 
1821 

日本銭

寛永通貨
寛氷通.賢. 16681 

' I C I、̀ I (' I I ゜q氷通貨 1697 （） I I l) I （ヽ I （） I c, I (. （山憂通賓

文久水費

朝鮮銭

朝ffe~逍貧

琉球銭

大世通賣

世高通貨

金園世資

その他

輪紐銭文j'. ＋ 

雁首-j,¥_ .. 

I '--

-'19 -



図1 首里城平面図

(8) 木曳門跡（沖縄県立埋蔵文化財センター 2001c) 

木曳門は城郭の西端に位罹し、通常は石で岱がれ、城内へ木材を搬入する際に開かれた。この木曳

門周辺からは585点の銭貨が出土している 。銭種が判明するものは21種あり、内訳としては貨泉、五

鉢、唐銭 1種、北宋銭12種、明銭 3種、泊銭 1種、琉球銭 1種、無文銭となっている 。図 2-7 「畠

宋辿賓」は孔が90゚ ずれ、菱形を呈している。図2-8 「皇宋通窟」は、図 2-7のように始めは菱

形を穿孔し、その後通常の穿孔した結果、孔が星孔 （小畑弘己 2002)とな っている可能性を示す森

料である 。

(9) 継世門跡 （沖縄県立埋蔵文化財センター 2002b) 

継ilt門は正殿の南東側城郭にあり、石造棋門でその上に人舟屋造の櫓をのせていた。通常は辿用1111

として使用し、国王が死去した場合には世継の王子がこの門から城内に入 った。出上した銭貨は合計

で40点あり、庶銭 l種、北宋銭 3種、明銭 2種、清銭 2種、党水通窮 （古窃永、新党永）、無文銭が

確認されている。特徴的な資料として図 2-9の無文銭がある。円形ではなく、撫角形なので、踏み

返し技法 （永井久美男 2001)による結果として銭文を 失ったとすると、仙衰通賓が本銭の可能性が

ある 。

(IO) 笠理用道路地区 （沖縄県立埋蔵文化財センター 2001a) 

この地区は外郭南側斜面一帯であり、石敷遺構が検出されている。銭貨は39点出上し、唐銭 1種、

北宋銭 3種、明銭 1種、消銭 1種、窃永通費 （古寃永、新寛永）、無文銭、輪銭となっている 。模鋳
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銭と して報告されている脊料が3点あることは注11される 。

円立、『跡 （沖縄県立埋蔵文化財センター

円党寺は1494年に完成した臨済宗の沖縄総本山であった。附和8年には聡門、放生池、 三門、仏殿、

鐘楼、獅子窟、龍淵殿が国宝に指定されるが、第二次椛界大戦により焼失する 。 その後、昭和43年よ

り整備が行われ、総門、左腋門、放生池、放牛橋が復元 ・修理されている 。調査は1997年~2001年ま

で行われ、さまざまな逍構が検出されている 。 出土した銭貨は総数104点であり、肝銭 l種、北宋銭

3種、南宋銭 l種、明銭 2種、消銭 2種、立水辿貸 （古党水、祈党水）、無文銭、輸銭が検出されて

いる 。表採や撹乱悩出［のものが多いが、追構に伴うものとして、開尤通貨、洪武通賓、占訟水辿賽、

Ill) 2002b) 

無文銭が出上している 。 1点だが加治木銭洪武辿{予が出七している °
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(12) 天界寺跡（沖縄県立埋蔵文化財センター 2001 b・2002a、那覇市教育委員会 1999・2000) 

天界寺は景泰年間 (1450~1456) に創建され、首里城の西側に位院し、綾門大道に沿うように展開

していたとされる 。円覚寺、天王寺とともに三大寺と呼ばれるが、明治末に廃寺となった。首里城跡、

円覚寺、天界寺、御細工所のなかでは最も銭種が多く、出土点数も多い。四鉢半両をはじめとして、

貨泉、唐銭 2種、北宋銭16種、南宋銭 2種、明銭 2種、党永通賓 （古寛永、新寛永）、琉球銭 1種、

無文銭、輪銭まで続いている 。注目される資料としては、図示されていないが金圃世賓と思われるも

のである 。

(13) 御細工所跡（那覇市教育委員会 1991) 

御細工所は漆工芸、金工芸などの王府御用品の製作所であったのではないかと考えられている 。出

土した銭貨は 5点と 少ないが、図 2-10・11の文久通密、党永通賓の背に波紋を有する資料が各 1点

得られている。

4. 今後の課題

上記では首里城跡の各地点および周辺の円覚寺跡、天界寺跡、御細工所跡出土の銭貨を略述したが、

ここでは各地点出土の銭種から見出される特徴を紹介し 、今後の課題を若干記す。

今回紹介した各地点では、出土銭貨の研究として取 り上げら れることの多い大最一括出土銭や墓か

ら一括して出土するような資料は無かった。それは第二次世界大戦の砲撃やその後の施設建設の際に

肌構破壊や地形改変が行われたことも一因と考えられるが、発掘調査では検出されていない。 しかし、

投乱層や盛土といった遺構や層序と直接関係のない部分からではあるが銭種不明、現代銭も含め551

0点余の銭貨が出土していることは注目に値する 。各地点で出土枚数が300点以上の地点でみると、歓

会門・ 久殷門内側地域が総計1978点で最古銭が開元通賓、最新銭が乾隆通賓となっており、南殿 ・北

殿がそれぞれ489点と 328点で、最古銭は開元通費、最新銭は乾隆通賓となっている 。木曳門は585点

で最古銭は貨泉、最新銭は道光通窟となっている。周辺の遺跡では天界寺が総計1211点で最古銭が四

蛛半両、最新銭が窟永通賓である 。 これらの銭種をみると、四妹半両、貨泉や開元通窟と首里城が築

城される以前の銭貨が出土している 。 また、首里城築城以前の北宋銭が最も多く、使用される際には

古いものや新し いものという考えはなく、銭貨という大きなまとまりとして捉えられていたと考え ら

れる 。そのようなことから首里城跡においては、銭貨による追構等の年代の決定は慎重に行う必要が

ある 。

今回使用した資料では模鋳銭を区別して報告しているのは管理用道路地区だけであった。今後は銭

文による分類だけではなく、模鋳銭や私鋳銭による分類を行い、数涵や出土銭貨における割合を導き

出す必要がある 。 なお、銭文を判別する際に透過X線撮影装置を活用すると、錆や銭文の潰れなどに

よって読み取れない資料も鮮明に見えるので、かなりの割合で銭種を同定することができる 。現在で

は無文銭として捉えられている資料も透過X線撮影の結果、元の銭種が判明する可能性もある 。

また、出土枚数は少ないが、穴があいているものや加工されているものがある 。穴があいているも

のに関しては、銭貨の形態をとどめているが、図 2-6のように左右が加工され、銭文間に穴があい

ているものは銭貨として使用されたのか疑問が残る 。

今回はほとんど触れることが出来なかったが、今後注目されるものとして無文銭がある 。沖縄でも

銭貨を出土する大部分の遺跡では鳩目銭とよばれる無文銭が出土するが、注目される造物として取り

上げられる ことは少ない。 しかし、近年では無文銭が東北地方でも多量に出土することが判明し、東
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北中枇考古学会を中心に研究が進め られ、東北地方の無文銭は洪武通費→無文銭→輪銭という変遷図

が推察できるまで進んでいる 。 沖縄においても無文銭の集計、出土状況の研究を行うことによって、

無文銭と 輪銭の関係が東北 地方と 同様なのか、それとも異にするのかという特徴が表れてくると考え

る。 今後の課題として注慈深くみていきたい。

（ちねん たかひろ ：調査課専門員）
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